
平成２２年９月の解説（府県天気予報） 

 

【９月の天候状況】 

上旬は、北日本では高気圧に覆われ晴れる日が多くなりました。東、西日本も高気圧に

覆われ晴れて猛暑日となるなど厳しい残暑が続きましたが、旬の後半は台風第9号の影響

で大雨となった所がありました。沖縄・奄美は台風第9号や熱帯低気圧の影響で曇りや雨

の日が多くなりました。中旬は、北海道地方では高気圧に覆われ晴れる所が多くなりまし

たが、東北、北陸地方では前線の影響により曇りや雨の日が多く大雨となった所がありま

した。東日本の太平洋側と西日本は、高気圧に覆われ引き続き晴れて厳しい残暑となりま

した。沖縄・奄美は高気圧に覆われ概ね晴れましたが、旬の終わりは台風第11号の影響で

大荒れの天気となった所がありました。下旬は、北日本から西日本にかけて前線や台風第

12号の影響により曇りや雨の日が多くなりましたが、東、西日本の太平洋側では初め高気

圧に覆われて晴れました。沖縄・奄美は高気圧に覆われ晴れる日が多くなりました。 

 月を通しての日照時間は、北、東日本の日本海側を除き平年より多く、特に東、西日本

の太平洋側ではかなり多くなり、9 月の月間日照時間の最大値を更新した気象官署があり

ました。降水量は関東甲信地方では平年より多くなり、東北、北陸地方は平年よりかなり

多くなりました。一方、北海道と西日本では平年より少なく、西日本の太平洋側ではかな

り少なくなった所がありました。気温は全国的に平年よりかなり高くなり、9 月の月平均

気温の最高値を更新した気象官署がありました。 

 

【９月の検証結果】 

17時発表の天気予報による「降水の有無」の全国平均の適中率は、明日予報で83％と

例年（注）より2ポイント高く、明後日予報では76％と1ポイント低くなりました。地域毎

の適中率では、明日予報は東海、近畿地方でそれぞれ9ポイントと6ポイント高くなりま

したが、九州南部地方では6ポイント低くなりました。明後日予報は九州南部、中国地方

でそれぞれ6ポイントと5ポイント低くなりました。明日の最高気温の予報誤差は、北日

本から中国、四国地方まで例年より0.2℃程度小さくなり、全国平均では0.2℃小さい1.6℃

でした。最低気温の予報誤差は全国的にほぼ例年並みとなり、全国平均では例年より0.1℃

小さい1.2℃でした。 

   （注）例年値は気象庁ＨＰ（予報精度検証）内「月毎の精度の例年値」を参照してください。 

 

【１１月の天気予報の利用にあたって】 

11 月になると低気圧と高気圧が日本付近を交互に通過しながら、季節は晩秋から初冬へ

と向かいます。典型的な天気の推移は、低気圧の通過で天気が崩れ、通過後に冬型の気圧

配置となって木枯らし（こがらし）が吹き、その後移動性高気圧に覆われて小春日和（こ

はるびより）と呼ばれる暖かく穏やかな晴天になります。低気圧が通過する際に、急速に

発達して、全国的に荒れた天気になることがありますので、山や海に出かけるときは、天

気予報や警報・注意報等の気象情報の確認をお願いします。 


